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研究成果の概要（和文）： 
種々のリサイクル材例えば、使用済み骨材、煉瓦、歴、木材チップ、再生コンクリート、貝殻
及びヤシ油燃料灰等を用いてポーラスセメント複合材パネルを作成し、曲げ試験、圧縮試験、
耐久試験、せん断引き抜き摩擦試験等を行った。実験結果に基づき、亀裂応力および限界モー
メントを求める新たな式を提案した。短期的及び長期的実験研究の結果、ポーラスセメント複
合材パネルはコンクリートや土構造物における構成要素として十分適用可能な能力を有してい
ることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Porus cement composite panel with different sizes and thickness were made using various recycled 
materials such as used aggregate, bricks, stone, wood chips, recycled concrete, shell husk and palm oil 
fuel ash etc. A series of experiments such as bending tests, compression tests, durability tests, and shear 
and pullout tests were performed with different boundary conditions. New equations of cracking stress 
and ultimate bending moment were developed based on the analytical equations. Results of short term 
and long term studies showed that the porus cement composite panel can be used as the component of 
concrete and soil structures. 
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とするに十分な材質であることを明確にす
ることが喫緊の課題である．さらには力学
的諸性状のみならず環境保全データを蓄積
することは農産業に対する安定的な生態バ
ランスを保ちつつ高度の生産性を維持する
ことができる技術の創出につなげることが
できる特色を有する．工業や農業から排出
される廃棄物，すなわち，使用済みコンク
リート，レキ，煉瓦，木材チップ等の有効
利用はただ単に環境保全のためだけではな
く，低コスト化，省力化を念頭においた緑
化推進に有効であるとともに，農用施設物
に適した強度，透水性を有する新素材の確
立につながる．得られる結果は施設構造物
の設計・施工の面でも革新的な役割を果た
すことが期待されその意義は大きいと思わ
れる． 

 
２．研究の目的 
本申請課題では，以下の研究項目を通して
環境保全, 防災保全を考慮したリサイクル
材によるポーラスセメント複合材等の性状
を研究し，それらが構造物を構成する材料
として利用できるような技術の創成を目的
としている． 
1．種々のリサイクル材料を用いたポーラス
セメント複合材の強度性状に関する研究 
2．建設廃棄物を利用したポーラスセメント
複合材の透水性及びクリープ試験に関する
研究 
3．リサイクル材を用いた各種構造物に対す
る設計手法の確立 
4．セメント複合材の最適設計及び有効利用
法の確立 

 
３．研究の方法 
・情報収集による研究 
近畿，東海地方の農業試験場あるいは研究所
からリサイクル骨材を用いたポーラスセメ
ント複合材とそれに適用する様々な種類の
土壌に関する情報を収集して，地域性に依存
する環境対策の違いについて比較検討した． 
 
・実験による研究 
階段状農地付近で産出する利用可能な骨材
用素材と土をサンプリングして，三重大学生
物資源学部内で必要な力学試験，物理試験等
の室内実験を行った．骨材セメント比，水セ
メント比を系統的に変化させながらサンド
イッチ状パネルの大きさと厚さによる相違
を調べた． 基本的な試験法に関しては JIS
と ASTM の基準に沿って行った．  
供試体の準備：モールドとして枡形木箱を用
いる．それは硬化した供試体が容易に取り出
せるように側板と底板が取り外し可能とな
った．リサイクル骨材のタイプを試料にマー
クし、打ち込みの日時を記録しておいた．必

要量の乾燥砂とセメントをバット内で混合
しながら適量の水を少しづつ加えていった．
モールドの側板には供試体の脱着を容易に
するために打ち込み前にグリースを塗布し
た．ふるい（No.8, 網目の大きさ 2.38mm)を
通過した細粒率 2.33 の川砂と普通ポルトラ
ンドセメントを使用した．すべての供試体に
対して水／セメント比は 0.5, セメント／
砂比は 0.5，0.25，0.125（いずれも重量比）
とした．正方形ワイヤーメッシュと六角形ワ
イヤーメッシュ（チキンメッシュ）を適当な
大きさのサイズに切りそろえた．モールドの
底に砂セメントモルタルを敷き広げ，その上
に一枚目のメッシュを置きさらにモルタル
を重ねた．このようにして作成した供試体を
24 時間空気乾燥させたのち水中養生を行っ
た． 
透水試験法：水平方向の水流に対してポーラ
スなセメント複合材の透水係数を測定した． 
水の出入口を除いて供試体の外側表面をエ
ポキシで止水してから透水試験器内に供試
体を設置した．次いで，受圧プレート，パー
ティションプレート，ゴム製ガスケットを，
また，供試体に１Mpa の圧力与える受圧プレ
ートの先端に空気圧ボックスを取り付けた．
供試体内における水量を求めるためにマノ
メーターをセットしたが，マノメター内の水
面は大気圧に接しているのでマノメーター
と圧力室内の水は 0.69MPaの圧力を受けるこ
とになった． 
  
４．研究成果 
メッシュで補強した穴なし「コントロール」
セメント複合材は図 1に示す。このセメント
複合材のせん断試験結果は図 2に示す。 

 

図 1。コントロール」セメント複合材(35cm×
43cm=1505 cm2) 
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図２。コントロールセメント複合材のせん断
変位～応力関係 



 

 

ポーラスセメント複合材「穴 1」のパネルを
図３に示す。このセメント複合材のせん断試
験結果は図４に示す。 

 

図 3。ポーラスセメント複合材「穴 1」のパ
ネル (hole size, 9.8×9.8cm=96 cm2 
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図４。ポーラスセメント複合材「穴 1」のせ
ん断変位～応力関係 

 

ポーラスセメント複合材「穴６」のパネルを
図５に示す。このセメント複合材のせん断試
験結果は図６に示す。 

 
図５。ポーラスセメント複合材「穴６」のパ

ネル (hole size, 16×6cm=96 cm2 
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図６。ポーラスセメント複合材「穴６」のせ
ん断変位～応力関係 

 

ポーラスセメント複合材「穴２４」のパネル

を図７に示す。このセメント複合材のせん断
試験結果は図８に示す。 

 
図７。ポーラスセメント複合材「穴２４」の

パネル (hole size, 4×24cm=96 cm2 
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図８。ポーラスセメント複合材「穴２４」の
せん断変位～応力関係 

 

ポーラスセメント複合材はコントロールパ

ネルより大きい表面摩擦抵抗を発揮してい

ることが確認した「図 9」。 
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図９。表面摩擦抵抗の比較 
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